
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、大平台圏域） 第 2 回会議 議事録 

 

開催日時 令和 2 年 10 月 7 日（金）10 時から 11 時 35 分まで 

参 加 者 委員：11 人 事務局：3 人 その他：4 人（高齢者福祉課：1 人、西区長寿保険課：

1 人、包括支援センター：2 人、市社協地域支援課 1） 

場 所 舞阪協働センター 301，302 会議室 

内 容 1. 開会                        

2. 会長挨拶 

3. 「生活支援整備事業について」 

  ➠生活支援体制づくり協議体会議を開催する背景や生活支援体制づくりとして地 

域に期待する事柄について説明を実施 

4. 協議体会議の振り返り  

  ➠第 1回の協議体会議について報告を行う 

   入野地区 地域のサロン現状把握や地域の担い手に対する課題検討、地区社協版 

        活動計画の策定等について意見交換 

   篠原地区 家事支援事業への検討  

5. 地区別意見交換 

  ■入野地区「地域の中の困りごとの対応について」 

   関係機関に入った困り事相談について協議。困り事について具体的な把握を行う 

必要性について共有。シニアクラブの協力や地区限定の困り事把握について検 

討。 

  ■篠原地区「家事支援事業準備会に向けて」 

   家事支援準備会の開催について方向性を検討する。自治連より各町の自治会長に 

参加協力を依頼し、協議体メンバーと準備会を年度内に開催する調整を行う。 

6. 連絡事項 

  ①認知症ひとり歩き（徘徊）模擬訓練について包括支援センターより案内 

   日時：令和 2年 11月 11日（水） 13：30～15：30 

   会場：地域包括支援センター大平台（三幸の園敷地内） 

  ②認知症サポーター養成講座について包括支援センターより案内 

   日 時：令和 2年 10月 24日（土） 

   会 場：地域包括支援センター大平台 １階地域交流室 

  ③次回協議体会議開催次期について⇒令和 3年 1月末～2月初旬頃予定 

7. 閉会 

今 後 の 

見通し等 

・入野地区は関係機関や委員が知り得る個別の困りごとを協議体会議の中で共有し、支

援策や仕組みについて検討を行う様次回以降も実施したい。 

・篠原地区は家事支援事業についての調整を引き続き行う。また年度内に準備会を開催

する方向で協議を進めているため、継続した支援を行っていきたい。 

 



 


